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§ 2 空 間 分 解 実 験 装 置




























































































































































































く結び付き､層状に積み重なる｡ (第 1図(C))｡ 各原子層の配列は､沃素屑では六方桐密配列
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第3図 BiI3結晶の間接吸収端の低エネルギー側に現れる励起子遷移
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a,b面内とし､長軸の方向を C軸としている｡a軸と b軸のなす角度は 90oをなしているが､C
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第 12回 励起レー ザースポットの大きさの湘定
(a)直径33u皿の小さな穴の空間分解装置による大きさの測定
























§ 3 実 験 結 果 と 解 析 及 び 議 論
[1】BiIき結晶の積層欠陥励起子の空間分解分光
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第 13図 積層欠陥励起子R,S,Tの空間分解スペクトル







































































































































































































































































0.6 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1
1/T(K-1)
第 20図 7共鳴発光線の拡散定数の溢度依存性
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r (√x2+y2+Z2) > ∞ n=0 ･(6)





















∴n=a2e~bx ･ ･ ･(12)
式(12)を式(10)に代人して
l















今 x - > 0として､綾和が無視できる所までもって行くと､(17)で与えられる流出量は発
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生量と等しいはずであるので､










∴a2= - 一 ･･･(18)
D
(18)より(16)は














)一 一 + S ･･･(20)
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- - = 0 ･･･(28)
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n = alIq(氏)+a2K8(氏) ･･･(30)
ここで(6)の境界条件を考えると


























ここで r - > 0として､穏和が無視できる所までもって行くと､(33)で与えられる流出量
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u(ど)= a le~r/I ･･･(44)
式(39)と式(44)より､解は
n = a -e ~r/Ie ~ln(r) ･･I(45)
e-r/I














) ㍗ r ∫ d ¢ ～sin(♂) d β ･ ･･(48)
L3 -7t
ここで r - > 0として､緩和が無視できる所までもって行くと､(48)で与えられる流出量
は発生量と等しいはすである｡
S o = 1iEr〔-Da l i -
r-yEl
1 1
- e~r'1- - e~r'I ) r227C2 〕
r2 rR
㍗
= lin)〔-Da l t - e~r'1- - e ~rノ1 I 47r〕r-)8
= 47rDa l
∴ a l =
S o
47rD
式(46)に代入して
･･･(49)
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式(50)が3次元の拡散の定常解
･･･(50)
